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大阪大学大学院生命機能研究科 

 

エピゲノム制御は、遺伝情報の変化を伴わずにゲノムに多彩な機能を刷り込むメカニズ

ムである。近年の研究の進展により、多細胞生物の様々な発生･分化の場面でエピゲノム制

御が重要な役割を果たしていることが明らかになっている。反面、性分化、すなわち性的

に未分化な状態からオスあるいはメスへと分化していく過程に、どのようにエピゲノム制

御が貢献しているのかについては、長らく不明であった。数年前に我々は、ヒストンの化

学修飾がほ乳類の性分化に密接に関わることを明らかにした。すなわち、ほ乳類の性決定

遺伝子である Sry の遺伝子座から、遺伝子発現の抑制的な修飾であるヒストン H3 の 9 番

目のリジンのメチル化修飾を外すことが、マウスのオス化に重要であることを示した。そ

の後の解析により、複数のエピゲノム修飾酵素が Sry の発現制御に関わっていることを明

らかにしつつある。さらに、遺伝子改変マウスの解析により、胚を取り巻く環境がその性

分化に影響を及ぼすことも見いだしている。本講演では、マウスの性分化におけるエピゲ

ノム制御と環境要因の役割について、最新の知見を交えて紹介する。 

 
  


